
 

 

◆
出
版
の
き
っ
か
け
は 

 

戦
災
変
電
所
の
保
存
運
動
を
引 

き
継
ぐ
形
で
２
年
前
、
保
存
す
る 

会
を
結
成
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で 

空
襲
体
験
の
貴
重
な
証
言
記
録
や 

貯
水
池
に
残
る
高
射
砲
陣
地
跡
の 

調
査
な
ど
を
行
っ
て
来
ま
し
た
。 

 

そ
う
し
た
中
、
昨
年
秋
に
東
大 

和
市
が
戦
災
変
電
所
に
関
す
る
約 

２
億
円
の
修
繕
費
を
広
く
全
国
か 

ら
募
る
基
金
を
設
置
し
、
『
心
と 

心
、
平
和
へ
の
熱
い
想
い
を
「
ふ 

る
さ
と
納
税
（
寄
付
）
」
に
』
と 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
始
め
ま
し
た
。 

 

い
る
の
で
、
何
と
か
な
る
と
思
い 

つ
つ
も
大
変
な
作
業
で
し
た
。 

 

い
ず
れ
に
し
ろ
出
版
の
き
っ
か 

け
は
募
金
活
動
の
支
援
で
す
し
、 

保
存
す
る
会
と
し
て
も
本
の
売
り 

上
げ
か
ら
寄
付
を
重
ね
て
行
き
た 

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
併
せ
て
、 

戦
争
遺
跡
保
存
の
全
国
シ
ン
ポ
ジ 

ウ
ム
に
参
加
す
る
経
費
も
自
己
負 

担
の
現
状
を
何
と
か
し
た
い
と
い 

う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。
な
の
で
、 

本
を
一
冊
で
も
多
く
販
売
し
て
会 

の
活
動
費
も
捻
出
出
来
た
ら
あ
り 

が
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

◆
本
で
訴
え
た
い
こ
と
は 

 

こ
の
戦
災
変
電
所
が
、
広
島
の 

原
爆
ド
ー
ム
と
同
じ
位
に
希
少
で
、 

平
和
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
価
値
の 

あ
る
も
の
だ
と
知
っ
て
欲
し
い
と 

思
っ
て
い
ま
す
。 

 

当
然
、
東
大
和
市
に
も
凄
ま
じ 

い
空
襲
が
あ
り
、
南
街
の
社
宅
を 

 

創ろう！ 文化を 自治を まちを 

 

東
大
和
市
桜
が
丘
の
都
立
東
大
和
南
公
園
に 

あ
る
旧
日
立
航
空
機
株
式
会
社
変
電
所
（
以
下
、 

戦
災
変
電
所
）
が
、
爆
撃
の
傷
だ
ら
け
の
姿
の 

ま
ま
、
ど
の
よ
う
な
変
せ
ん
を
経
て
東
大
和
市 

の
指
定
文
化
財
に
な
っ
た
の
か
？ 
そ
の
こ
と 

を
語
る
初
め
て
の
本
『
戦
災
変
電
所
の
奇
跡
』 

が
東
大
和
・
戦
災
変
電
所
を
保
存
す
る
会
（
以 

下
、
保
存
す
る
会
）
よ
り
自
費
出
版
さ
れ
た
。 

４
月
に
刊
行
さ
れ
た
ば
か
り
だ
が
、
写
真
や 

史
料
を
多
く
使
い
学
術
書
の
内
容
を
備
え
な
が 

ら
千
円
と
い
う
安
さ
も
手
伝
い
、
好
調
に
売
れ 

て
評
判
を
呼
ん
で
い
る
と
い
う
。
出
版
に
至
る 

い
き
さ
つ
を
保
存
す
る
会
の
小
須
田
廣
利
会
長 

に
伺
っ
た
。 

 
 

 
 

【
文
責
・
編
集
部
】 

含
む
軍
需
工
場
の
関
係
者
だ
け
で 

１
１
１
名
の
死
者
が
出
た
戦
場
で 

あ
っ
た
歴
史
も
知
っ
て
欲
し
い
と 

思
い
ま
す
。 

 

併
せ
て
、
こ
の
工
場
が
飛
行
機 

の
エ
ン
ジ
ン
を
製
造
す
る
軍
需
目 

的
と
は
い
え
、
ド
イ
ツ
の
ジ
ー
ド 

ル
ン
グ
と
い
う
理
想
的
な
職
住
一 

体
の
ま
ち
づ
く
り
構
想
か
ら
生
ま 

れ
た
、
当
時
と
し
て
は
画
期
的
な 

計
画
を
基
本
と
し
て
お
り
、
そ
こ 

か
ら
南
街
の
街
が
出
来
た
事
実
も 

知
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。 

 

保
存
す
る
会
で
は
今
後
も
埋
も 

れ
た
戦
争
の
記
録
な
ど
の
発
掘
・ 

調
査
を
進
め
ま
す
。
関
心
の
あ
る 

方
の
参
加
を
募
っ
て
い
ま
す
。 

【
連
絡
先
】 

東
大
和
・
戦
災
変
電
所
を
保
存 

す
る
会 

〒
２
０
７-

０
０
２
１ 

東
大
和
市
立
野
１-

９
４
９-

１
３ 

小
須
田
方 

☎
５
６
２-

５
４
２
５ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
５
６
２-

５
４
２
４ 

 

※
募
金
は
、
東
大
和
市
役
所 

☎ 

５
６
３-

２
１
１
１ 

総
務
管
財 

課
用
地
管
財
係
に
お
問
合
せ
を 

タウンマップ 
編集・発行：中野しのぶ  
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2017年 

６月１日 

第二期 第２３号 
号 

カフェレストラン 

 ＰＡＣＥ  パーチェ 

 火・水・金（祝日含） 
 ＡＭ11：30～ＰＭ２：00 

障害福祉サービス事業所 

ＰＡＣＥ（パーチェ） 
（就労継続支援Ｂ/生活介護） 

東大和市奈良橋 5-814-14 

℡042-843-6375 
月～金 開所(祝日も開所) 

                                ★どのような障害があっても 

             0                     働き、学び、憩える！                                

http://pacekeyaki.web.fc2.com/ 

 

【注】駐車場は 
２台分しか 

ありません。 

PACE 
ﾊﾟｰﾁｪ 

※通所時間は９:30～15:30 です。 

東大和 
市役所 

天丼 

新青梅街道 

交番 

青
梅
街
道 

大好評の日替わり 
メニューはＨＰで 
でご確認を！ 

ランチ ６８０円 
（サラダ・スープ付） 

ランチドリンク付 
     ８３０円 

 

保
存
す
る
会
も
こ
の
募
金
活
動
に 

は
大
賛
成
で
す
が
、
一
方
で
肝
心 

の
戦
災
変
電
所
に
関
す
る
文
献
が 

東
大
和
市
史
の
資
料
編
①
と
④
に 

し
か
な
い
こ
と
も
分
か
っ
て
い
ま 

し
た
。 

 

当
然
、
東
大
和
市
が
戦
災
変
電 

所
の
本
を
出
す
も
の
と
思
っ
て
い 

ま
し
た
が
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作 

成
位
し
か
考
え
て
い
な
い
と
聞
き
、

な
ら
ば
戦
災
変
電
所
を
一
番
調
査 

研
究
し
て
い
る
保
存
す
る
会
で
、 

編
集
・
発
行
し
て
見
よ
う
と
い
う 

話
に
な
り
ま
し
た
。 

 

そ
れ
か
ら
、
実
質
半
年
で
こ
の 

本
を
出
版
す
る
に
至
り
ま
し
た
。 

私
も
建
築
家
で
す
し
、
博
物
館
関 

係
者
や
旅
行
作
家
協
会
の
会
員
も 

 

知
っ
て
欲
し
い
空
襲
の
歴
史
と
貴
重
な
存
在
価
値 

 

『戦災変電所の奇跡』が購入出来る場所 
 【注】今回は書店での販売はありません。 

■カフェレストランＰＡＣＥ※下段広告参照 

■ダイニングぷら～と（℡042-566-5256 

立野 1-949-13）水･木･日 11:30～15:30 

■軽食・喫茶どっぽ（℡042-565-5182 

 南街 1-19-5）日・祝定休 10:00～19:00 

■食工房ぱる市役所店（中央 3-860 市役所２階 

 土・日・祝定休 10:00～15:00 

■ｺﾐｭﾆﾃｨｶﾌｪ笑し部亭（℡080-6056-3725 

南街 2-58-7）日･木定休 11:00～16:00 

■就労支援事業所 NOAH（℡042-566-8891 

南街 5-89-10Ｙﾋﾞﾙ 1 階）10:00～15:00 

■東大和市ふれあい広場（℡042-565-1071 

 玉川上水駅隣接）木定休 11:00～18:00 

※6/23-7/３「戦災変電所写真展」を開催！ 

書
籍
案
内

『
戦
災
変
電
所
の
奇
跡
』
東
大
和
・
戦
災
変
電
所
を
保
存
す
る
会 

東
大
和
市
は
修
繕
の
た
め
の
寄
付
を
募
っ
て
い
ま
す
！ 

保存する会 

小須田廣利 

会長 

 

http://pacekeyaki.web.fc/
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指
示
し
た
は
ず
で
あ
る
。 

そ
う
で
な
け
れ
ば
エ
リ
ー 

ト
官
僚
達
が
こ
こ
ま
で
見 

え
透
い
た
「
う
そ
」
答
弁 

を
す
る
必
要
は
な
い
。 

 

姑
息
に
も
陰
険
な
菅
官 

房
長
官
が
、
証
言
し
た
前 

事
務
次
官
の
人
間
性
を
疑 

う
発
言
ま
で
す
る
。
本
人
が
現
職
の 

時
に
事
実
を
告
白
で
き
な
か
っ
た
の 

は
、
こ
う
し
た
政
治
圧
力
に
脅
さ
れ
、 

裁
判
に
訴
え
て
も
国
家
権
力
に
弱
い 

日
本
の
司
法
制
度
で
は
勝
て
な
い
こ 

と
を
熟
知
し
て
い
る
か
ら
だ
。 

こ
う
し
て
日
本
は
時
の
権
力
者
の 

た
め
堂
々
と
「
う
そ
」
が
ま
か
り
通 

る
国
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
よ 

う
な
国
を
「
北
朝
鮮
」
と
い
う
の
で 

は
な
か
っ
た
の
か
。
安
倍
政
権
の
お 

か
げ
で
、
そ
れ
を
支
え
る
与
党
や
日 

本
会
議
な
ど
右
翼
団
体
の
お
か
げ
で 

日
本
は
さ
ら
に
戦
前
の
大
日
本
帝
国 

の
よ
う
な
〝
美
し
く
立
派
な
〟
国
に 

な
ろ
う
と
し
て
い
る
。 

◆
こ
こ
ま
で
堂
々
と
「
う
そ
」
の
答 

弁
が
ま
か
り
通
る
国
会
に
、
唖
然
と 

す
る
他
な
い
。
森
友
学
園
の
小
学
校 

建
設
の
国
有
地
払
い
下
げ
で
は
、
本 

来
10
億
円
は
す
る
土
地
を
最
終
的
に 

た
だ
同
然
で
売
り
渡
し
な
が
ら
、
財 

務
省
幹
部
は
そ
の
時
の
記
録
を
廃
棄 

し
た
と
悪
び
れ
ず
に
答
弁
す
る
。
そ 

し
て
、
今
度
は
加
計
学
園
の
獣
医
学 

部
新
設
問
題
で
あ
る
。
文
科
省
の
前 

事
務
次
官
が
官
邸
圧
力
を
示
唆
す
る 

内
部
文
書
は
あ
っ
た
と
証
言
ま
で
し 

て
い
る
の
に
、
文
科
省
は
そ
う
し
た 

文
書
は
存
在
し
な
い
の
一
点
張
り
だ
。 

 

間
違
い
な
く
、
い
ず
れ
も
安
倍
首 

相
自
身
が
直
接
、
便
宜
を
図
る
よ
う 

こ
の
臨
時
議
会
に
先
立
ち
、
会 

派
の
「
自
由
民
主
党
」
が
「
自
由 

民
主
党
・
無
所
属
の
会
」
に
変
更 

と
な
り
、
無
所
属
だ
っ
た
和
地
議 

員
が
同
会
派
入
り
と
な
っ
た
。
一 

方
、
中
村
議
員
が
会
派
に
所
属
し 

な
い
無
所
属
に
移
っ
た
。 

 

な
お
、
押
本
・
蜂
須
賀
議
員
は 

３
期
目
、
床
鍋
議
員
は
２
期
目
で 

従
来
の
東
大
和
市
議
会
の
人
事
傾 

向
か
ら
す
る
と
異
例
の
展
開
で
、 

若
い
期
数
の
議
員
が
三
役
を
占
め 

る
結
果
と
な
っ
た
。 

都
議
会
選
挙
予
定
者
揃
う 

東
大
和
市
在
住
者
が
２
名 

６
月
23
日
告
示
、
７
月
２
日 

投
票
の
東
京
都
議
会
議
員
選
挙
の 

有
力
候
補
者
が
出
揃
っ
た
。 

 

現
職
の
谷
村
（
公
明
）
、
北
久 

保
（
自
民
）
、
尾
崎
（
共
産
）
都 

議
に
新
人
の
関
野
（
都
民
）
候
補 

が
ど
う
食
い
込
む
か
が
焦
点
だ
が
、 

都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
の
野
田
代 

表
が
北
多
摩
１
区
の
元
都
議
（
当 

時
は
自
民
党
）
で
あ
っ
た
こ
と
か 

ら
因
縁
の
選
挙
と
も
言
え
る
。 

 

更
に
興
味
深
い
の
は
、
東
大
和 

市
在
住
者
が
２
名
も
い
る
こ
と
だ
。 

こ
れ
ま
で
東
村
山
市
在
住
者
に
偏 

り
が
ち
で
あ
っ
た
都
議
の
構
図
が
、 

変
わ
る
可
能
性
も
あ
る
。
関
野
候 

補
は
東
大 

和
市
議
か 

ら
の
転
出 

で
、
尾
崎 

都
議
の
夫 

は
東
大
和 

市
議
で
あ 

り
、
東
大 

和
市
議
会 

と
も
縁
が 

深
い
。 

中
央
公
民
館
ま
つ
り 

◆
６
月
17
日
（
土
）
10
時
～
17
時 

講
演
会
「
子
供
た
ち
が
創
る
！
そ
こ
に 

は
新
鮮
な
驚
き
が
！
／
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン 

の
小
学
校
社
会
科
教
科
書
を
も
と
に
日 

本
と
比
較
し
ま
す
」
鈴
木
賢
志
氏
（
明 

大
教
授
）
10
時
45
分
～
12
時
30
分 

ほ
か
各
種
イ
ベ
ン
ト
・
出
店
あ
り 

翌
日
18
日
（
日
）
10
時
～
16
時
ま
で 

 ｢

日
本
と
再
生｣ 

学
習
と
映
画
の
集
い 

 

◆
８
月
５
日
（
土
）
第
１
回
上
映
会
午
後 

３
時
～
・
第
２
回
上
映
会
午
後
６
時
～ 

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
に
て
／
参
加
費
※ 

資
料
代
と
し
て
５
０
０
円
／
申
込
み
先 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
大
和
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
会 

☎
０
４
２-

５
６
６-

２
９
５
０
ま
で 

５
月
18
日
に
東
大
和
市
議
会
臨 

時
議
会
が
開
催
さ
れ
、
前
期
２
年 

を
務
め
た
関
田
正
民
議
長
ら
に
代 

わ
り
、
押
本
修
議
長
ら
三
役
と
派 

遣
議
員
が
選
出
さ
れ
た
。
議
員
間 

に
よ
る
投
票
の
結
果
は
以
下
の
通 

り
で
あ
っ
た 

【
議
長
選
挙
】
押
本
修
10
票
・ 

中
間
建
二
８
票
・
白
票
３
票 

【
副
議
長
選
挙
】
蜂
須
賀
千
雅 

10
票
・
関
田
貢
８
票
・
白
票
３
票 

 

【
監
査
委
員
選
出
】 

床
鍋
義
博
13
票
・
二
宮
由
子
８
票 

の 

 
 

～習い事ではなく夢をかなえるために～ 

荒居ギター教室 
    www.araiguitar.com 

      ギター上達法サイト 

  －お持ちのギターを用意してから－ 

   Email：araiguitar@muf.biglobe.ne.jp 

〒207-0011東大和市清原 1－1－32 

ＴＥＬ ０４２（５６４）３２４９ 

 
 

ギター教室  検索  

５
月
18
日 

臨
時
市
議
会 

報
告 

東
大
和
市
議
会
新
人
事
決
ま
る 

編集後記 

東大和タウンマップ代表 

中野しのぶ 
 “やすらぎといこいの空間ここにあり” 

喫茶・軽食 

どっぽ 
10:00AM ～ 9:00PM 

（7:00ＰＭ以降は予約制） 

日曜祝日定休 駐車場あり 

TEL（５６５）５１８２ 東大和市南街 1-19-5 

 

やまとみどり 主催 

市政を語る会 
７月 29日(土) 
午前 10時～12時 

ハミングホール会議室１ 
参加市議:中野志乃夫(無所属) 

床鍋 義博(無所属)  

【参加費無料】 

◆やまとみどりによる市政報告会 

です。お気軽にご参加を。 

東大和市駅↓ 

東大和病院 

床屋 

イ
ベ
ン
ト
情
報 

 
議長 押本 修（自） 副議長 蜂須賀千雅(自) 監査 床鍋義博(や) 

東大和市議会 所属会派・議員名 

自由民主党・無所属の会 

（５名） 

関田正民（代表）、押本修、蜂須賀千雅、 

根岸聡彦、和地仁美（会計） 

公明党（５名） 
東口正美（幹事長）、佐竹康彦（副幹事長）、 

木戸岡秀彦（会計）、荒幡伸一、中間建二 

興市会（３名） 大后治雄（代表）、二宮由子（会計）、関田貢 

日本共産党東大和市議団 

（３名） 

尾崎利一（団長）、森田真一（政調会長）、 

上林真佐恵（幹事長） 

やまとみどり（２名） 床鍋義博（代表・会計）、中野志乃夫（監査） 

無所属（会派に所属せず） 

実川圭子※生活者ネットワーク 

関野杜成※都民ファーストの会 

中村庄一郎※自由民主党 

※個人的に所属している政党・グループ 

都議会議員立候補予定者／北多摩１区（東村山・東大和・武蔵村山）定数３ 

公 明 党／現職４期／５４歳 谷村 孝彦（東村山市在住） 

自由民主党／現職１期／６４歳 北久保眞道（東村山市在住） 

日本共産党／現職１期／５９歳 尾崎あや子（東大和市在住） 

民 進 党／新人／４８歳 鈴木 龍雄（東村山市在住） 

都民ファーストの会／新人／４３歳 関野 杜成（東大和市在住） 

 

※話題を呼んだ「日本と原発」の 

 続々編ドキュメント映画です。 

どっぽ  


